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爆発的な成長が期待された米国バーチャル大学であった
が，1990年代後半〜2000年代初頭に少なからぬ大学が倒
産ないしは頓挫する「バブル崩壊」を経験した。その後は，
堅調な成長をしているが，この挫折の経験によって見えてき
た問題は現在においても示唆的である。

なぜ当時の米国バーチャル大学は失速したのか。その

主たる原因としては，バーチャル大学の質の保証スキーム
が確立しておらず，「買い控え」が起き，学生が集まらなか
ったことが考えられている。

そこでバーチャル大学が総体として，どのように質を担
保しているのか，それを外部からどのように知ることができ
るのかを調べてみた。

図表1は2006年1月に米国Yahoo !のEducat i on > 
Distance Learning > Colleges and Universitiesという
ディレクトリに登録されているアメリカの機関のうち，「Web
巻き」2）というツールを使ってアクセス可能な完結型バーチ

ャル大学53機関について，アクレディテーション（適格認定）
の情報がWebサイト（=バーチャル大学そのもの）に掲載さ
れているのかを調べてみた結果である。

ここでいう完結型バーチャル大学とは，母体となる大学を
持たず，ほぼ完全にインターネットを通じた教育活動を行う独
立した機関を指す。修了者に学位を授与することが多く，そ
れゆえ教育の質の保証をいかにするかが問われている。

すると，アクレディテーションに関する情報が掲載されて
いたのは，53機関のうち36機関（67.9%）であった（図表1）。
その36機関についてアクレディテーションを取得しているか
を調べてみると，30機関は取得しているが，残りの6機関は
取得していないことがわかった。ある機関のWebサイトに
は，「アクレディテーションはボランタリな相互承認なの
で意味がない」という旨の記述も見られた。

そこで，取得したアクレディテーションがどのよう
な団体からのものなのか，とりわけCHEA公認団体
かどうかに注目して分類してみた。CHEAはアクレ
ディテーション団体をアクレディットする機関であり，
CHEAから公認されると連邦奨学金の給付対象と
なるなど，連邦レベルでの承認を得たことになる。
すると30機関のうちCHEA公認団体からアクレディ
テーションを取得していたのは20機関だった。

このように質に関する情
報を得られなかった機関と，
アクレディテーションを取得
していてもCHEA公認団体
以外の団体からのものであ
ったりする機関の割合を合
わせると，6割強にも上るので
ある。こうした質の情報に関す
る透明性の低さが「買い控
え」を引き起こす原因となっ
ていることが考えられる。

さらに，もう一方で，eラー
ニングがどのようなスキル形
成および資格認定に適する
のかということがわかってき
たように思われる。このこと
はeラーニングの方向性を知

る上で重要な意味を持っていると筆者は考えている。とい
うのも，高等教育におけるeラーニングとして最も成功を収
めたのが，ITスキル（サーティフィケーション）を中心とした
資格修得のためのコースであったからだ。これに対して，と
りわけ初期の完結型バーチャル大学のように大学卒業資
格である学位（ディグリー）をそのまま実現しようとした形態
では，挫折を経験することが少なくなかった。そこでITス
キルと大学卒業資格では何が違うのかを，図表2に整理し
てみた。
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eラーニングの高等教育市場への
影響をどう考えるか
ハイ・インパクト，スロー・エフェクトの背景にあるもの
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　1990年代後半のインターネットの発展は，eコマース等と呼ばれる新しい形のビジネスと市場を生み出した。その教
育版であるeラーニング1）は，現在においてもなお高等教育市場の成り立ちを変容させうるポテンシャルを有しているこ
とは間違いない。なかでもバーチャル大学は場所の制約に縛られず，ときに国境をも越えて学生を獲得することが可能
となるため，未曾有のビジネスチャンスを生み出す可能性がある。しかしながら，当初の期待は巨大すぎて，それがその
まま具現化されたわけではなかった。現在では，特集巻頭で吉田文氏が論じているようにeラーニング市場は堅実な形
で成長しているが，これまでの紆余曲折の経験の中でいくつかの課題が見えてきた。
　そうした高等教育におけるeラーニングの課題について過去の米国の事例をもとに考察するとともに，現在のわが国
の状況を簡単にレポートする。
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図表1　米国完結型バーチャル大学のアクレディテーション情報の調査 

情報あり 

36

30

20 10

62.3％ 

6

17

なし 

取得している  取得していない 

CHEA 公認団体  それ以外の団体 

大学卒業資格（バーチャル大学）IT技術者資格

  学位・資格 サーティフィケーション 学位（ディグリー）

  制度との関係 （国家）制度外の市場 国家・制度の枠内
 （国際的に流通） 

  質保証スキーム 私企業による設定 アクレディテーション等

  能力証明  
　能力の種類 具体的能力証明 包括的能力証明

　認定の形式 能力そのもの メンバーシップの重要性

　学習過程  能力形成あれば問わない  正統的な学習参加 

図表２　IT技術者資格および大学卒業資格とeラーニングとの親和性

大多和直樹（2005）より作成
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バルIT企業が定めたIT資格が力を持ってきている。これ
らの資格は，私企業が独自に定めたサーティフィケーション
等であるから，政府や専門職団体の認定を受けずに資格
を設定できる特質を持っている。しかしながらこれらの資
格は，何ら制度的な後ろ盾がないにもかかわらず，既に国
際的な労働市場で効力を持つものとなっている。グローバ
ル市場のなかで，国際的なデファクト・スタンダードとしての
地位を獲得しているといっても過言ではない。

これらの資格が証明する能力は，データベースやネット
ワークの運用，データ処理の遂行など，一つひとつこれこ
れのことができるという形で具体的に定義しうる種類のも
のである。認定の際に重要なことは「それができるかどうか」
なのだ。したがって，どこでどのようにそのスキルを学習し
たのかについては，ほとんど問題にされない。これらのIT
資格は，具体的に能力・知識を保証することが可能となる
具体的能力証明といえよう。

これらのスキル修得とeラーニングとの親和性は高い。
具体的に定義しうる能力は，パッケージ化しやすく，しかも
コピーして多くの学習者に提供することが可能となる。また，
能力形成さえあれば認められる資格であるから，eラーニ
ングの新しい学習形態がもつ新奇性は不問に付される。
そればかりか近年，これらの資格テストはコンピュータ上で
受験することが多くなっており，そうした意味でも親和性が
高い。

■大学卒業資格

これに対して大学卒業資格は全く異なった性格をもつ。
学位（ディグリー）は，大学制度の上に成り立っている資格
である。米国の例でいえば，アクレディテーションを受ける
ことで，高等教育機関ひいては学位の質が保証されること
になる。アクレディテーションは，大学が一定の自主的組織
を形成し，その組織の形成員となるために一定の質的な
基準を設け，それを満たすものに「認定」を与えるというも
のである。大学に一定の自主性をもたせつつ，国家制度
に組みこむやり方と捉えることができる。学位の流通範囲
は，基本的に国家的な枠がはめられていると考えられる。

社会的な視点からみれば学位で規定される能力の特
質は，ITスキル資格とは違い，具体的に定義できるものだ
けにとどまらない。大学生活を通じて身につける一般的能

力，さらには問題解決能力やトレイナビリティなどを含めて，
極めて抽象的な側面を持つと考えられる。

このような特質の能力をどのように保証するのか。学生
の学習経験・学習のプロセスそのものを保証する形となる。
ただし技術論的にいえば，教育方法の標準性や教員の専
門職性を満たしていることをもって質保証を行うということ
になる。しかし，この過程で起きていることを教育学的な
視点からみれば，専門職としての教員と大学の一員たるメ
ンバーシップをもった学生が集い，相互行為を通じて学習
を行うことと捉えられよう。メンバーシップを獲得したうえで
学習に参加することによって初めて，学習の結果に意味が
出てくるということである。このことは，仮に「もぐり」で授業
をとったとしても，同等の能力を承認してくれないことを意
味している。大学での学習は，メンバー間の相互行為が重
要視され，「○○大生」といったメンバー意識や「○期生」と
いった感覚をともないつつ，いわゆる社会関係資本の形成
とともに学習がなされるとみることができるだろう。さらに，
そうして大学のメンバーとしてふさわしい知識・技能や態度
を形成していくのではなかろうか。

eラーニングとりわけ完結型バーチャル大学において実
現が難しいのは，この点ではないかと筆者は考えている。
たとえば，初期の俗流モデルである「コピーすればするほ
ど儲かる」式のバーチャル大学において，こうした濃密な
メンバーシップが生起するとは考えにくい。現在，生き残っ
ているMBAなどのバーチャル・コースにおいて，極めて小
人数で濃密なやりとり（同期式でのネット会議など）を中心
にしたものが見られるのはそのためだ。

当初，場所（土地）の制約がないためバーチャル大学は
規模を大きくしやすいと考えられたこともあったが，実際に
は，インタラクションを十全に確保するためには簡単に規模
を拡大できないことがわかってきた。当初の予測よりも地
味な姿に収束する可能性が出てきたのである。

次に日本の現在の動向に目を向けてみよう。米国を中心
に初期のバーチャル大学の挫折はあったものの，遠隔教

育としてのeラーニングは依然として関心を集め続けてい
る。いくつかの大学は精力的にオンライン・コースに力を入
れて展開させている一方で，別の大学ではあえて控えて
いる場合もある。いずれにせよ，eラーニングとどう距離を
とるのかが，現在の大学に問われてきているのである。そ
んな状況のなか，筆者は2007年10月，首都圏に位置し充
実した通信課程を持つ，Q大学のeラーニング担当者にイン
タビューする機会を得た。

Q大学の採っている戦略は，①限られた範囲で実験的
にのみeラーニングをとりいれるものの，早急に拡大を急ぐ
ことはしない，②しかしながら本格的な動きが始まったとき
にはすぐに乗れるように準備をしておくことだという。

Q大学では，相当額の投資を行いインターネットを用いて
遠隔授業を行うためのインフラを既に整備している。この
システムを通じて行われる遠隔授業は，対面授業と同等の
教育効果を有するインターネット等活用授業に相当し，スク
ーリングに代替できるものと位置づけている。ここでは一定
のレベルをクリアして尚，本当に対面授業と同等の教育効
果があるかどうかについて，引き続き検討を行うという。こ
うした事情から，現在は5つの授業を配信するにとどまって
いる。

当面，遠隔授業は学生の選択肢を一つ増やすという位
置づけで運用し，その間にノウハウを蓄積していくという。
ネットの遠隔授業では，対面的なものよりも「べったりはりつ
いて」学生とやりとりをしなくてはならない可能性があるこ
ともみえてきた。さらに，スクーリングでは休み時間があり，
その間もまた学生教師間，学生間の教育的なコミュニケー
ションの時間になるのに対して，放送（ビデオオンデマンド）
授業ではそうした時間がないこともわかってきた。今後は，
どういう科目が遠隔授業を通じて行うと効果があるのかを
確かめるなど，さらなるノウハウを蓄積しつつ徐 に々展開し
ていくという。

従来，通信課程は比較的地道かつ地味な形で学習機
会を支えていた。しかしeラーニングの潮流とともに未来の
教育活動の象徴として，インターネットを通じた遠隔教育が
脚光を浴びるようになってきたという経緯がある。そこで，
いわゆるコレスポンデンスの通信制からインターネット上のe
ラーニングへとスムーズに移行できるものなのかと尋ねてみ
た。

するといくつかの齟齬があるという答えが返ってきた。ま
ず，現在のQ大学の学生は「どうも印刷教材のほうに親和
性がある」という。ただしケータイ世代の若者たちが入って
きたときに，変化が起きるかもしれないという見方をしてい
た。また，通信課程は，学費が通常の大学の1/3という「薄
利多売」の傾向がみられるという。これは半世紀前のモデ
ルであり，新しい時代にはそぐわないものと考えているとの
ことであった。

このように現状の通信制からeラーニングへの移行は，
単なるメディア変容としては語れない。そこには断絶があ
り変化を余儀なくされることを意味していると考えられる。
現在の状況は，このQ大学にみるように，eラーニングを対
応すべきイシューと位置づけ，来るべき将来に向けて戦略
を練っている段階とみることができよう。

最後にまとめれば，遠隔教育としてのeラーニングが高等
教育市場に対して与えた影響のあり方は，ハイ・インパクト，
スロー・エフェクトと捉えることができるのではなかろうか。

eラーニングというムーブメントは，強烈なインパクトを高等
教育に与えた。社会的関心が集まり，また資金が投入され
たことを受けて，eラーニングは驚異的なスピードで高等教
育市場の輪郭を変容させるのではないかと考えられた。現
在においてもそのインパクトは残存し，そろそろ本格的な潮
流が到来しても不思議ではないとみなされている。

その一方で，そうしたインパクトをもたらした最初の動き
によっては，予想されたような新しい市場を確立させること
はできなかったとみてよい。当初の単純なあり方では，高
等教育の制度や仕組みになじまない性質があることが見
つかってきたのだ。現在は様 な々実験や準備がなされ，ブ
レイクスルーが待望されている段階である。しばらく本格的
な潮流が到来する「前夜」が続くかもしれない。 ■
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